
第126期‌中 間 報 告 書
2023年 4 月 1 日から2023年 9 月30日まで

　株主の皆様には、平素より格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。

　当社は、1919年の会社創立当時から、てん菜糖事業を通じて北海道畑作農業の持続的な発展、北海道地域経済の発
展に努めてまいりました。また、国産原料を使⽤した砂糖を安定的に供給することで、国内食料自給率の維持向上に貢
献しております。
　当社グループでは、さらなる飛躍を目指し、2024年3月期から5年間の「第２次中期経営計画」を策定し、「てん菜糖
業」から「てん菜産業」への飛躍に向けて取り組んでおります。さらに、当社グループの強み、社会から求められている
ことは何か、できることは何かを見つめなおし、当社グループのパーパスを制定いたしました。今後とも企業価値の向
上を目指すとともに、持続可能な社会に向け貢献してまいります。株主の皆様におかれましては、今後ともより一層の
ご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

パーパスについては、当社ホームページをご参照ください。
https://www.nitten.co.jp/img/purpose.pdf

2023年12月

取締役社長　 石栗　秀

株 主 の 皆 様 へ

日本甜菜製糖グループのパーパス



第126期第2四半期決算（2023/4/1～9/30）の概要

売上高 （百万円）

通期
第2四半期累計期間

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

24,862

54,792

26,197

58,492

30,501

65,013

32,408

70,000
（予想）

経常利益 （百万円）

通期
第2四半期累計期間

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

1,068

2,349

1,882

2,818

1,426

1,993
1,776

2,000
（予想）
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売上高構成比 （％）
2023年度第2四半期累計期間 

■砂糖事業
■食品事業
■飼料事業
■農業資材事業
■不動産事業
■その他の事業

　当第２四半期連結累計期間のわが国経済は、雇⽤や所得
環境の改善により緩やかに回復しておりますが、世界的な
金融引締めの影響や中国経済の先行き懸念、物価上昇等の
課題があり、先行きは不透明な状況となっております。
　砂糖業界におきましては、直近ではコロナ禍からの回復
が見られるものの、消費者の低甘味嗜好や代替甘味料の増
加等により砂糖消費量は減少傾向にあり、厳しい状況が依
然として続いております。
　また、国際情勢の影響や円安等でエネルギーコスト等が
高止まりしており、砂糖をはじめとした製品の製造コスト
は著しく高い状況にあります。
　当第２四半期連結累計期間の売上高は、主に砂糖事業の
売上の増加により、前年同期比6.3％増の324億８百万円‌
となり、経常利益は、砂糖事業の増益により、前年同期比
24.5％増の17億７千６百万円、親会社株主に帰属する四
半期純利益は、前年同期比27.0％増の12億４千６百万円
となりました。

　2023年産の原料てん菜による製糖作業は10月上旬よ
り開始しました。本年のてん菜は、春先から概ね順調な生
育で経過しておりましたが、夏以降の記録的な猛暑等によ
り、糖分への悪影響が懸念されます。
　製糖にあたっては、原料品質に応じた臨機応変な対応に
より、製糖コストの抑制に努めてまいります。また、エネル
ギーや製糖資材の価格の高止まりに対しては、適正価格で
の販売により、収入の確保に努めてまいります。
　また、今製糖から当社芽室製糖所においてＤＭ三井製糖
ホールディングス株式会社の連結子会社である北海道糖
業株式会社からの受託製造を開始しております。
　今年度から2028年３月期までの５カ年の第２次日甜グ
ループ中期経営計画を策定し、「持続可能なてん菜産業の
創造にチャレンジし、安全・安心で幸せな社会の実現に貢
献していく」を基本方針とし、資本コストや株価を意識し
た経営の実現に向けて、企業価値の一層の向上に取り組ん
でおります。



親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益 （百万円）

通期
第2四半期累計期間

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

715

1,642

652

1,975

981
1,260 1,246

1,200
（予想）

純資産/総資産 （百万円）

総資産
純資産

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度
第2四半期

68,462

97,392

67,918

100,458

68,134

103,149

71,578

95,300

配当金 （百万円）

通期
第2四半期累計期間

連結損益計算書（要約）‌ （単位：百万円）

前第2四半期
2022/4/1～2022/9/30

当第2四半期
2023/4/1～2023/9/30

売上高 30,501 32,408
　売上原価 22,864 24,862
　販売費及び一般管理費 6,464 6,317
営業利益 1,172 1,229
　営業外収益 393 641
　営業外費⽤ 139 93
経常利益 1,426 1,776
　特別利益 3 417
　特別損失 43 402
税金等調整前四半期純利益 1,387 1,792
　法人税等 406 545
四半期純利益 981 1,246
親会社株主に帰属する四半期純利益 981 1,246

連結貸借対照表（要約）‌ （単位：百万円）

前期末
2023年3月末現在

当第2四半期末
2023年9月末現在

資産の部
流動資産 57,054 43,810
固定資産 46,094 51,489
　有形固定資産 24,411 24,885
　無形固定資産 513 517
　投資その他の資産 21,169 26,087
資産合計 103,149 95,300

負債及び純資産の部
流動負債 25,724 13,186
固定負債 9,290 10,535
負債合計 35,015 23,722
純資産合計 68,134 71,578
負債及び純資産合計 103,149 95,300

※‌‌決算状況の詳細については2023年11月
10日に当社ホームページにて公表いたし
ました2024年3月期第2四半期決算補足
説明資料をご覧ください。

　  https://www.nitten.co.jp/library.html

砂糖事業
ビート糖、精糖
ビート糖蜜、精糖蜜‌等

食品事業
イースト、オリゴ糖等食品素材
（オリゴ糖、ベタイン‌等）
その他食品

飼料事業
配合飼料、ビートパルプ‌等

農業資材事業
紙筒（ペーパーポット®）
農業⽤機械器具、農業資材、種子‌等

不動産事業
不動産賃貸‌等

北海道まろやか
てんさい糖グラニュ糖

とかち野酵母® ビートオリゴ

コウシのミカタ

チェーンポット®

ひっぱりくん®

甜
てん
菜
さい

財 務 諸 表事 業 紹 介



「北海道どさんこオリゴ」が一般社団法人日本フードアナ
リスト協会が主催する2023年8月「第66回ジャパン・フー
ド・セレクション」でグランプリを受賞しました。

帯広市にて「ビート資料館フェスタ～2023スイーツフェ
ア～」を開催いたしました。

個人投資家向け説明会（大和インベスターズ・リレーショ
ンズ(株)開催）を札幌市で初めて実施いたしました。
事業概要等を説明した後、ご来場者様からのご質問にお答
えしました。

・‌‌現代の健康志向、腸活のトレンドにフィットした商品で、ヘルシーに
使える。
・‌‌料理の味付けに気をかけている方に、特に使い勝手が良い商品である。
・‌‌スッキリとしていて甘すぎず、色味もキレイで色々な料理に使えそう。

日本甜菜製糖オンラインショップからもお買い求めいた
だけます。

https://nitten-ec.shop-pro.jp/

日本フードアナリスト協会の評価ポイント

9月16日

9月9日

ご来場者様の声より
・‌‌北海道の代表作物としてのてん菜、ますます応援したいと思いました。
・‌‌誠実。地球環境に配慮していて好感を持った。
・‌‌毎日の食生活に欠かせない。使っています。株の保有も考えてみます。

「ビート資料館フェスタ」は、４年ぶりの開
催となりましたが、多くの方々にご来場い
ただきました。屋外ではスイーツの販売や
演奏会などのイベントが行われ、館内では
館長が案内するツアーを実施し、てん菜の
歴史や砂糖の作り方を紹介しました。
ご来場者様の声より
・‌‌てん菜を使⽤して、プラスチックや燃料の研究をしているのは知らな
かったので、勉強になりました。
・‌‌砂糖を作る⼤変さと⼯程がとても勉強になりました。

証券コード：2108
ホームページ https://www.nitten.co.jp

〈株式に関するお問い合わせ先〉
当社株式を証券会社等の口座にお預けの場合

お取引の証券会社等にお問い合わせください。

当社株式を証券会社等の口座にお預けでない
（特別口座に記録された）場合

三菱UFJ信託銀行株式会社（特別口座管理機関）に
お問い合わせください。

三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部
0120-232-711［通 話 料

無 料］
受付時間　 9：00～17：00（土・日・祝日等を除く）

連絡先

お 知 ら せ


